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市・県民税
１期 ７月１日 ２期 ９月２日
３期 10 月 31 日 ４期 １月 31 日

国民健康保険税
１期 ７月 31 日 ２期 ９月 30 日
３期 12 月２日 ４期 １月 31 日

固定資産税
１期 ４月 30 日 ２期 ７月 31 日
３期 12 月 25 日 ４期 ２月 28 日

軽自動車税 全期 ４月 30日

毎月 10 日

法人市民税 申告対象期間の翌日から2ヵ月以内 

本年度の市税納期をお伝えします。
《前納報奨金》
固定資産税は、第１納期限までに全期
前納すると報奨金がつきます。
交付率は月 ％（本年度は第２期の税
額の９％）です。なお、報奨金の上限は
５

０.５

万円です。
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第10回

場　　所●大内交流館（横内732番地）
上映内容●「母」
　働き盛りの夫が突然の事故で全身麻痺になって以来、
２８年もの長い間、看病と仕事に明け暮れた母。
　この作品は、病気の夫のかわりに懸命に生き、なお
かつ、人生を自由にはばたいた女性の生きざまを通し
て、夫婦愛とは、ひいては医療の問題までを問うヒュー
マンドラマ。　　　【問合先】大内交流館　℡２５-４３４９

4月11日（木）
13時から

めざせ、健康東かがわ

★麻しんとは？
　麻しんは非常に感染力が強い感染症です。主な症状
は、発熱、せき、鼻汁、めやに、発疹などです。最初
の３～４日間は 38℃前後の熱で一時おさまりかけたあ
と、39～ 40℃の高熱がでます。
　主な合併症は、気管支炎、肺炎、中耳炎、脳炎があ
ります。

★風しんとは？
　風しんウイルスの飛沫感染によって起こります。潜
伏期間は２～３週間で、主な症状は、発疹、発熱、リ
ンパ節の腫れがあります。
　合併症として、関節痛、血小板減少性紫斑病、脳炎
などが報告されています。妊娠早期の妊婦が風しんに
かかると、赤ちゃんが先天風しん症候群という病気を
持つ危険性があります。

　「しあわせづくり研修会」は、市内のすべてのみな
さんを対象に開催しています。
　自治会、事業所、サークルなどさまざまなグループ
でお申込みください。
　開催する研修会は次のとおりです。開催時期や内
容はご希望にあわせますので、下記問合先にご相談
ください。

≪しあわせ講座≫
　「しあわせづくり講師団」講師による人権に関する
お話。
　どのような内容の講演がいいか、希望をお聞きし
ます。

≪映画会≫
　人権に関する映画。
どのような映画がいいか、希望をお聞きします。
　機材と教材（ＤＶＤ、ビデオテープ）の貸し出し
だけも可能です。

【申込・問合先】市民部人権推進室　℡２６-１２２７

混合ワクチンの接種を
～麻しん（はしか）、風しんの予防～
混合ワクチンの接種を
～麻しん（はしか）、風しんの予防～

　１歳、小学校入学前のみなさんは、麻しん・風しんの予防接種を無料
で受けられます。対象年齢の人は、忘れずに予防接種を受けましょう。

★接種年齢と接種時期は？
　第１期の対象者は、生後 12カ月から24 カ月未満の
人です。１～２歳の間に麻しん、風しんにかかる可能
性が高いので、１歳になったらできるだけ早く受けま
しょう。
　第２期の対象者は小学校就学前１年間（平成 19年
４月２日から平成 20年４月１日生）の人です。春から
初夏にかけての流行時期を考えて６月までに受けるこ
とが望ましいです。
　今年度対象となるお子さんには個別に通知をします。

【問合先】市民部保健課健康づくりグループ　℡２６-１２２９

「しあわせづくり研修会」
あなたの しあわせづくりのために、
そして、みんなの しあわせづくりのために…
一緒に考えてみませんか

（東かがわ市人権キャラクター） 
トラッピー　ハートラ
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道路整備事業とは
　市道、管理農道及び林道以外の道路で公益上必要な道路の
整備を申請者に代わり市が施行し、その費用の一部を受益者
から徴収する事業です。

○事業の対象となる道路
　・受益戸数または受益者数が２以上である道路
　・道路を相互に連絡する道路
　  （接続道路の幅員は 1.2 メートル以上のもの）
　・道路及び水路を連絡する道路
　  （接続道路は 0.9 メートル以上のもの）

○事業採択基準
　・道路新設改良事業
　　　道路の有効幅員が、改良後 3.0 メートル以上で、かつ、
　　１カ所の事業費が 100 万円以上のもの。
　・橋梁整備事業
　　　橋梁（床版橋を含む。）の有効幅員が、改良後3.5メート
　　ル以上で、かつ、１カ所の事業費が 100 万円以上のもの。

　・舗装整備事業
　　　道路の有効幅員が、2.0 メートル以上（ただし、住宅
　　密集地の路地で地形等の理由により改良不可能な場合は
　　この限りでない。）で、かつ、1カ所の事業費が 30 万円
　　以上でありアスファルト舗装またはコンクリート舗装と
　　するもの。
　・道路維持修繕事業
　　　１カ所の事業費が 100 万円未満のもの。

○地元負担率　市長が認定した事業費の30％以内の額。

○申請受付期限　６月 28日（金）まで

【問合先】事業部建設課　℡３３-２５０１

市ホームページ（くらしガイド）にも詳しく
掲載しています。

道路整備事業（分担金事業）地域で利用する道路の整備

高齢者憩いの場で楽しく過ごしませんか？

市では、高齢者の方が気軽に立ち寄れる憩いの場（居場所）を開設します。
お茶を飲みながらおしゃべりやゲームなどをして自由にゆっくりと過ごしましょう。
お一人でも、お友だちと一緒でも、ご夫婦でもどなたでも大歓迎です。
ぜひ、お立ち寄りください。心からお待ちしています。

　憩いの場で何ができるの？
○憩いの場に行けば、誰か（協力スタッフ）がいて、おしゃ
　べりができます。
○憩いの場でお友だちづくりができます。
○憩いの場では、囲碁、将棋、トランプ、輪投げ、バランス
　クッション、簡易ボーリングなどで遊んだり、トレーニン
　グ器具の利用ができます。
○折り紙、手芸、将棋、囲碁、歌、体操講座など（不定期：
　１時間程度 / 回）にも自由に参加できます。

憩いの場ってどこにあって、いつ利用できるの？

○憩いの場の当番（１カ所 2人体制の予定）
　午前（10時～ 12 時）、午後（13 時～ 15 時）
○当番は「午前だけ」「週１回だけ」「月１回だけ」など
　自由に設定可能です。
○個人・グループなど興味のある人ならどなたでも。資
　格や経験は不問。
○協力スタッフの謝礼はありません。　
○専任スタッフ（協力スタッフの連絡・憩いの場の巡回
　などのコーディネーター）がいますので、困ったこと
　など相談できます。

囲碁、将棋、折り紙、工作、手芸などの講座の指導がで
きる人も募集しています。
○講座は１回１時間程度（開催は不定期）
○資格や指導経験は不問です。

5 月13日（月）から「憩いの場」を開設5月13日（月）から「憩いの場」を開設

白鳥保健センター大内保健センター

　　　　場　　所　　　　開設日　　　開設時間

白鳥保健センター
（市社会福祉協議会本所内）

毎週
月・水・金

10 時～ 12 時
13 時～ 15 時
（12 時～ 13 時は

スタッフ不在です）
大内保健センター
（大内公民館内）

毎週
水・木・金

○市民はどなたでも利用できます。
○利用料は無料。ただし、手芸、工作など講座参加には材料
　代が必要です。
【注意事項】
○湯茶以外の飲食（食事、菓子類、アルコールなど）は不可。
○送迎はありません。車、自転車、徒歩などでお来しください。

協力スタッフ募集協力スタッフ募集
　高齢者たちが気軽に立ち寄れる憩いの場（居場所）での
活動に協力いただけるスタッフを募集しています。みなさ
まのご協力をお待ちしています。

協力スタッフは何をするの？

協力スタッフの申し込みや問い合わせ先は？

　憩いの場に来られた高齢者の話し相手や設置遊具（輪
投げ、トレーニング器具など）の使い方の説明、利用日
誌の記録などをしていただきます。

【申込方法】
①氏名、②住所、③連絡先、④当番が可能な曜日（平日）と
頻度をご連絡ください。（講座の指導ができる人も同じ）

【申込・問合先】　市民部保健課 地域包括支援センター
　　　　　　　　（市役所大内庁舎２階）
　　　　　　　 ℡２６-１２６１
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前
全
日
本
男
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
監
督
の

植
田
辰
哉
氏
の
ス
ポ

ー
ツ
教
室
「
ド
リ
ー

ム
ク
リ
ニ
ッ
ク
２
０

１
３
植
田
辰
哉
キ
ッ

ズ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
講
師

陣
は
、
技
術
的
な
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
声
を
出
す
こ
と
の
大
切

さ
や
競
技
に
対
す
る
心
構
え
な
ど
競
技
へ
の

取
り
組
み
方
な
ど
を
指
導
。
植
田
氏
は
子
ど

も
た
ち
に
「
将
来
、
市
内
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
が
輩
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
が

全
国
優
良
団
体
表
彰
を
受
賞

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
の
活
動
が
功
績

を
認
め
ら
れ
、
全
国
優
良
団
体
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。
ま
た
長
年
の
功
績
を
た
た
え
、

金
地
操
委
員
が
功
労
者
表
彰
を
、
網
谷
幸
次

委
員
が
３０
年
勤
続
表
彰
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し

ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
市
民
と
行
政
を
結

ぶ
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
委
員
会
の
活
動
、

ま
た
受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
の
今
後
の
さ
ら

な
る
活
躍
に
期
待
で
す
。

11
月
29
日
長
崎
県
総
合
体
育
館

市

２
月
２
日
と
ら
ま
る

て
ぶ
く
ろ
体
育
館
ほ
か

キ

ッ
シ
ョ
ン
を
ク
リ
ア
せ
よ
！

白
鳥
・
ま
つ
ば

ら
児
童
館
ま
つ
り

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
早
朝
か
ら
た

く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
た
ち

や
子
ど
も
た
ち
な

ど
約
３
０
０
人
が

参
加
。

今
年
は
「
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
ク
リ
ア

し
ろ
！
さ
ま
ざ
ま

な
感
覚
を
つ
か
っ

て
」
を
テ
ー
マ
に
子
ど
も
た
ち
も
い
ろ
い
ろ

な
コ
ー
ナ
ー
に
参
加
し
ゲ
ー
ム
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
し
た
。

２
月
10
日

白
鳥
児
童
館

ミ

民
館
ま
つ
り
盛
大
に

第
３０
回
引
田
公
民

館
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
、
２
日
間
で
約
７

０
０
人
が
来
館
し
、

作
品
展
や
発
表
会
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。

公
民
館
講
座
を
受

講
し
て
い
る
受
講
生

た
ち
が
参
加
し
、
歌

や
踊
り
、
三
味
線
や

大
正
琴
な
ど
の
演
奏

を
披
露
し
ま
し
た
。

作
品
展
で
は
、
約
１
５
０
点
の
作
品
が
出

展
さ
れ
、
手
ま
り
や
季
節
の
花
々
。
書
や
絵

手
紙
な
ど
訪
れ
た
人
た
ち
は
興
味
深
そ
う
に

鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

２
月
９
日
・
10
日

引
田
公
民
館

公

は
外
！
福
は
内
！

今
年
で
３６
回
目
を
迎
え
る
節
分

祭
が
白
鳥
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

節
分
祭
は
厄
難
を
払
う
と
と
も

に
今
年
の
豊
作
や
健
康
を
願
っ
て

開
か
れ
、
境
内
に
は
福
を
求
め
る

大
勢
の
参
拝
客
や
子
ど
も
た
ち
で

あ
ふ
れ
ま
し
た
。

豆
ま
き
に
は
厄
年
の
人
や
来
賓

な
ど
約
２
２
０
名
が
４
回
に
分
け

て
上
が
り
、「
鬼
は
外
！
福
は
内
！
」

と
い
う
か
け
声
と
と
も
に
豆
や
餅

を
投
げ
、
子
ど
も
た
ち
も
大
き
な

声
を
だ
し
な
が
ら
福
を
キ
ャ
ッ
チ
し

て
い
ま
し
た
。

２
月
３
日

白
鳥
神
社
境
内

鬼

明
ク
ラ
ブ
が
手
作
り
椅
子
寄
贈

市
少
年
少
女
発
明

ク
ラ
ブ
か
ら
交
流
プ

ラ
ザ
の
図
書
コ
ー
ナ

ー
に
、
牛
乳
パ
ッ
ク

で
作
っ
た
子
ど
も
用

の
椅
子
６
脚
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

椅
子
は
５
０
０
ml
の

牛
乳
な
ど
の
紙
パ
ッ

ク
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、製
作
し
た
も
の
で
す
。

交
流
プ
ラ
ザ
で
は
図
書
コ
ー
ナ
ー
に
設
置

し
、
幼
児
用
の
椅
子
と
し
て
大
切
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

２
月
14
日

市
交
流
プ
ラ
ザ

発
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田
剛
少
年
野
球
教
室

与

能
大
会

芸

１
月
７
日
で
結
婚
５０

周
年
金
婚
式
を
二
人
共
健
康
で

迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

子
ど
も
、
嫁
、
孫
に
囲
ま
れ

て
の
お
祝
い
は
、
嬉
し
さ
と
感

謝
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

今
年
は
節
目
の
年
で
、
長
男

が
結
婚
２０
周
年
、
次
男
が
結
婚

１５
周
年
、
そ
し
て
昨
年
の
暮
に
、

次
男
の
長
女
が
書
道
二
年
生
の

部
で
日
本
一
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
喜
び
が
長
く
続
き
ま
す

様
に
…
。（
橋
本
智
明
・
充
子
）

婚
式
を
迎
え
ま
し
た

金

市
老
連
主
催
の
芸
能
大
会
が
２
月

２
日
ベ
ッ
セ
ル
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
私
達

延
令
ク
ラ
ブ
か
ら
も
出
場
致
し
ま
し
た
。

私
達
は
今
ま
で
に
は
な
か
っ
た
男
女
混
合

１４
名
で
河
内
音
頭
を
披
露
致
し
ま
し
た
。
白

鳥
さ
ん
の
太
鼓
を
合
図
に
提
灯
を
持
っ
た
男

性
が
飛
び
出
し
、
そ
の
後
踊
り
子
達
が
リ
ズ

ム
的
に
踊
り
な
が
ら
舞
台
中
央
へ
と
出
て
行

き
ま
す
。
迫
力
あ
る
河
内
音
頭
に
観
客
か
ら

手
拍
子
あ
り
か
け
声
あ
り
と
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
こ
の
様
な
楽
し
い
場
を
作
っ
て
頂
い

た
市
老
連
社
協
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

（
延
令
ク
ラ
ブ
文
化
部
）

２
月
２
日
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

男
子
監
督
の
植
田
辰
哉
ド
リ
ー
ム
ク
リ
ニ
ッ

ク
２
０
１
３
が
と
ら
ま
る
　
て
ぶ
く
ろ
体
育

館
と
津
田
総
合
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し

た
。野

球
教
室
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
野
球
解

説
者
で
Ｗ
Ｂ
Ｃ

投
手
コ
ー
チ
の

与
田
剛
さ
ん
に

教
え
て
頂
き
ま

し
た
。
当
日
は
快
晴
で
暖
か
く
３
月
下
旬
の

よ
う
で
し
た
。
１０
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分
ま
で

の
２
時
間
で
し
た
が
ピ
ッ
チ
ン
グ
、
バ
ッ
テ

ィ
ン
グ
の
基
礎
を
小
学
生
に
も
わ
か
り
や
す

い
説
明
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

市
か
ら
は
あ
い
に
く
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

午
前
授
業
が
重
な
り
参
加
者
が
少
な
く
４０
名

よ
こ
い
！

春
待
ち
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

第
１０
回
春
待
ち
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
今
年
で
１０
周
年
！

記
念
す
べ
き
節
目
の
年
。
市
内
の
幼
稚
園
、

保
育
所
の
園
児
た
ち
が
歌
や
踊
り
を
披
露
。

地
元
出
身
の
音
楽
家
に
よ
る
、
ピ
ア
ノ
や
パ

ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
フ
ル
ー
ト
な
ど
の
音
色
や

リ
ズ
ム
に
、
観
覧
席
は
立
見
が
出
る
ほ
ど
の

大
盛
況
で
、
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
、
手
拍
子

を
し
た
り
、
歌
っ
た
り
、
時
に
は
楽
し
い
笑

い
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

２
月
16
日

市
交
流
プ
ラ
ザ

春

原
淳
一
回
顧
展本

市
出
身
の
中

原
淳
一
の
回
顧
展

が
１６
・
１７
日
の
２

日
間
、
松
原
の
生

家
跡
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
生
誕
１

０
０
年
を
機
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
こ
ま
犬

会
」
が
企
画
。
会

場
に
は
中
原
の
絵

が
表
紙
を
飾
っ
た

「
ソ
レ
イ
ユ
」
や

絵
は
が
き
、
画
集
、

き
ら
き
ら
し
た
大
き
な
目
と
リ
ボ
ン
や
レ
ー

ス
の
つ
い
た
洋
服
の
か
わ
い
い
少
女
の
イ
ラ

ス
ト
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
が

訪
れ
て
い
ま
し
た
。

２
月
16
日
・
17
日

生
家
跡

中

の
児
童
と
１０
名
の
指

導
者
の
参
加
に
な
り

ま
し
た
。

３
月
に
開
催
さ
れ

る
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
も
与
田

さ
ん
が
投
手
コ
ー
チ

を
務
め
る
日
本
チ
ー

ム
が
３
回
目
の
連
続

優
勝
を
す
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

（
市
少
年
野
球
協
議
会

会
長
　
小
路
寿
彦
）
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8

日
時　

５
月
～
12
月
の
毎
月
第
２
金
曜
日

　
　
　

10
時
～
10
時
45
分

※
指
導
者
な
ど
の
都
合
に
よ
り
日
時
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

場
所　

人
権
セ
ン
タ
ー
大
内
交
流
館（
和
室
）

指
導
者　

中
村 

マ
キ 

先
生

参
加
対
象
者　

乳
幼
児（
平
成
25
年
４
月
１
日

現
在
２
歳
以
下
）及
び
一
緒
に
参
加
で
き
る
保

護
者

定
員　

15
組（
先
着
順
）

内
容　

リ
ズ
ム
遊
び
や
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
、

親
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
。

反
射
を
う
な
が
す
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
手
遊
び
リ
ズ

ム
遊
び
な
ど
。

参
加
費　

無
料

申
込
期
間　

４
月
11
日（
木
）～
19
日（
金
）

【
申
込
・
問
合
先
】　

大
内
交
流
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
25
‐
４
３
４
９

　

公
益
財
団
法
人
赤
澤
記
念
財
団
で
は
、
平
成

25
年
度
奨
励
助
成
金
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

申
込
期
間　

４
月
１
日（
月
）～
５
月
15
日（
水
）

申
込
方
法　

教
育
・
文
化
事
業
に
関
す
る
場
合

は
市
教
委
、
地
域
振
興
事
業
に
関
す
る
場
合
は

政
策
課
で
相
談
、
申
込
用
紙
の
交
付
、
受
け
付

け
な
ど
を
し
ま
す
。
各
窓
口
で
用
紙
を
受
け
取

り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
・
問
合
先
】　

市
教
委
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
26
‐
１
２
３
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

担
当　

中
川

仮
徴
収（
年
金
天
引
き
）の
対
象
の
人

　

平
成
25
年
４
月
年
金
支
給
分
よ
り
年
金
天
引

き
を
開
始
し
ま
す
。
天
引
き
額
は
、
平
成
25
年

２
月
天
引
き
分
と
同
額
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
４
月
か
ら
新
た
に
天
引
き
が
開
始
さ
れ
る

人（
４
月
10
日
ご
ろ
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
年

金
振
込
通
知
書
が
届
き
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
が
記
載
さ
れ
て
い
る
人
）は
、
平
成
23
年

中
の
所
得
を
基
に
仮
計
算
さ
れ
た
保
険
料
の
１

／
６
相
当
の
額
を
天
引
し
ま
す
。
平
成
25
年
度

の
保
険
料
額
が
確
定
後
、
10
月
以
降
の
天
引
き

分
で
、
残
り
の
保
険
料
額
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

仮
徴
収
の
対
象
外
の
人（
普
通
徴
収
か
ら
開
始

の
人
）

　

平
成
25
年
６
月
に
保
険
料
が
確
定
後
、
平
成

25
年
７
月
よ
り
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ

る
納
付
を
開
始
し
ま
す
。
そ
の
後
、
年
金
天
引

き
に
移
行
で
き
る
人
に
つ
い
て
は
10
月
か
ら
天

引
き
が
開
始
し
ま
す
。

募

集

赤
澤
記
念
財
団
奨
励
助
成
の
受
付

　

な
お
、
所
定
の
申
込
用
紙
の
他
に
、
会
則
、

定
款
、
事
業
計
画
、
収
支
計
画
、
見
積
書
な
ど

の
添
付
が
必
要
で
す
。

※
審
査
結
果
は
７
月
中
旬
発
表
予
定

【
問
合
先
】　

公
益
財
団
法
人
赤
澤
記
念
財
団

事
務
局　
　
　
　
　
　
　
　

℡
25
‐
２
２
２
１

市
教
委
生
涯
学
習
課　
　
　

℡
26
‐
１
２
３
８

総
務
部
政
策
課　
　
　
　
　

℡
26
‐
１
２
１
５

　

市
で
は
、
幅
広
い
分
野
に
お
け
る
人
材
を
発

掘
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
生
涯
学
習
を
支
援

し
、
豊
か
な
地
域
社
会
を
作
る
た
め
、
生
涯
学

習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ
ン
ク
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
が
好
き
で
、
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う

見
守
っ
て
い
た
だ
け
る
人
、
み
な
さ
ん
の
特
技

を
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
い
た
だ
け
る
人
、
学

校
の
花
壇
の
整
備
や
通
学
の
支
援
を
し
て
い
た

だ
け
る
人
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

○
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
安
全
管
理
員　

○
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
条
件

　

子
ど
も
が
好
き
で
、
お
お
む
ね
70
歳
ま
で

登
録
方
法

　

登
録
申
請
書
を
左
記
申
請
先
ま
で
提
出
。
内

容
を
確
認
後
、
登
録
し
ま
す
。

　

登
録
申
請
書
は
各
庁
舎
窓
口
・
生
涯
学
習
課

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
先
】

　

市
民
部
保
健
課　

後
期
高
齢
者
医
療
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
26
‐
１
２
２
９

　

４
月
か
ら
相
生
小
学
校
跡
地
な
ど
が
相
生
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
な
り
ま
す
。

　

運
営
管
理
は
、
指
定
管
理
者
の
「
相
生
ふ
る

さ
と
協
議
会
」
が
行
い
ま
す
。

　

施
設
は
、
相
生
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
及
び

旧
相
生
小
学
校
体
育
館
な
ど
で
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】　

市
教
委
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
26
‐
１
２
３
８

　25
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
納
付
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

ベ
ビ
ー
ち
ゃ
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

参
加
者
募
集

市
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

相
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

開
設



　平成25年４月から、「障害者自立支援法」が「障害者の日常生活及

び社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総合支援法）」に変

わります。

　障害の有無にかかわらず、だれもが安心して生活できる社会を実現

させるため、社会参加の機会の確保と地域社会における共生、社会的

障壁の除去に役立つよう、支援を総合的に行うことを目的としていま

す。

　内容では、制度に谷間をつくらず支援ができるよう、障害福祉サー

ビスなどを利用できる障がい者の範囲に新たに難病など（治療方法が

確立していない疾病その他の特殊の疾病であって政令で定めるものに

よる障害の程度が厚生労働大臣が定める程度である者）が加わります。

また、障がいを持つ児童に対する自立支援医療（育成医療）の申請受付

が、東讃保健福祉事務所から市に変更になります。制度の詳細は、福

祉課までお問い合わせください。

　平成25年４月より市難聴児補聴器購入費用助成金交付事業が始まり

ます。身体障害者手帳の交付対象とならない軽度・中等度の難聴児の

保護者に対して補聴器の購入に要する費用の一部を助成することによ

り、言語の習得、教育などにおける健全な発達を支援します。助成額

は、補聴器購入費用に３分の２を乗じた額（1,000円未満端数切り捨て）

となります。制度の詳細、申請方法などは、福祉課までお問い合わせ

ください。

9

犬
の
登
録
と
予
防
注
射

　

飼
い
犬
に
は
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
狂
犬
病
は

人
に
も
感
染
し
、
発
症
す
る
と
ほ
ぼ
死
亡
す
る

恐
ろ
し
い
感
染
症
で
す
。

予
防
注
射
を
４
月
２
日
か
ら
各
地
区
で
実
施

日
程　

本
紙
４
月
号
と
同
時
配
布
し
た
チ
ラ
シ

参
照

料
金　

２
，
８
５
０
円（
新
規
登
録
の
場
合
は
、

登
録
手
数
料
が
別
途
３
，
０
０
０
円
必
要
）

　

予
防
注
射
の
案
内
状
が
届
い
た
人
は
、
問
診

票
に
記
入
し
て
接
種
会
場
ま
で
持
参
く
だ
さ
い
。

新
規
登
録
の
場
合
は
、
登
録
申
請
書（
チ
ラ
シ

掲
載
）を
記
入
し
て
持
参
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】　

市
民
部
環
境
衛
生
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
26
‐
１
２
２
６

　

香
川
大
学
教
員
や
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど

に
よ
る
市
内
の
企
業
や
商
店
を
対
象
と
し
た
知

的
財
産
・
技
術
課
題
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　

４
月
18
日（
木
）   

９
時
30
分
～
15
時

　
　
　

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

会
場　

市
交
流
プ
ラ
ザ　

第
５
講
座
室

【
問
合
先
】
一
般
社
団
法
人
香
川
県
発
明
協
会

　
　
　
　
　

℡
０
８
７
‐
８
６
９
‐
９
０
０
４

　

保
護
者
に
は
子
ど
も
を
「
し
つ
け
る
」
と
い

う
役
目
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
し
つ
け
」
の
際

「
叱
る
」
こ
と
も
大
切
で
す
。
し
か
し
、
と
も

す
れ
ば
「
叱
る
こ
と
」
と
「
怒
る
こ
と
」
の
区

別
が
で
き
な
い
ま
ま
子
ど
も
を
怒
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？

自
分
の
た
め
に
怒
る
。
相
手
の
た
め
に
叱
る
。

　
「
叱
る
こ
と
」
と
「
怒
る
こ
と
」
の
言
葉
の

意
味
を
調
べ
て
み
る
と
、「
怒
る
」
と
い
う
行

為
は
自
分
が
中
心
で
す
。
一
方
「
叱
る
」
は
相

手
を
良
く
し
よ
う
と
す
る
た
め
に
す
る
行
為
で

相
手
が
中
心
で
す
。

○
あ
る
講
演
会
で
の
講
師
の
お
話

　

子
ど
も
に
対
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
と
き

『
あ
な
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
』よ
り『
私
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

を
使
い
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
、『
お
母
さ
ん
は

こ
う
し
て
欲
し
い
な
』『
こ
う
し
て
く
れ
る
と

う
れ
し
い
な（
助
か
る
な
）』
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
す
。
ま
た
、
①
あ
り
の
ま
ま
の
状
況
を
そ

の
ま
ま
伝
え
る　

②
短
い
言
葉
で　

③
肯
定
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
す
る
こ
と
が
「
叱
る
」
と
き
の

コ
ツ
で
す
。
子
ど
も
は
、
質
問
攻
め
さ
れ
た
り
、

皮
肉
を
言
わ
れ
た
り
、
命
令
さ
れ
る
と
だ
ん
だ

ん
や
る
気
を
失
い
、
自
発
的
に
動
こ
う
と
し
な

く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
次
第
に
反
発
し
た
り

言
う
こ
と
を
聞
か
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

こ
の
話
か
ら
、
子
ど
も
に
は
「
怒
る
」
の
で

は
な
く
、
子
ど
も
を
正
す
た
め
に
「
叱
る
」
こ

と
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
わ
か
り
ま
し

た
。

　

み
な
さ
ん
も
今
日
か
ら
実
行
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
問
合
先
】   

市
教
委
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
26
‐
１
２
３
８

叱 

り 

方 

の 

コ 

ツ

障害者総合支援法が施行

難聴児の補聴器購入費用を助成します

【問合先】　市民部福祉課　　℡26‐1228

相

談

知
的
財
産
・
技
術
相
談
会



【
次
回
締
切
日
】

※
投
稿
に
は
「
短
歌
」
「
川
柳（
必
ず
２
句
）」
「
俳
句
」
の
別
を
明
記
し
、

作
品
に
ふ
り
が
な
と
簡
単
な
解
説
を
添
え
書
き
し
て
１１
Ｐ
の
宛
先
ま
で

５
月
３１
日（
金
）　

７
月
号
に
掲
載

10

俳
句
「
雑
詠
」

桑
島
正
樹　

選

川　
　
　

柳

成
重
放
任　

選

短　
　
　

歌

松
家
満
子　

選

26

１
２
２
６

あ
げ
ま
す
・
求
め
ま
す

あ
げ
ま
す

●
ベ
ビ
ー
布
団
（
１
セ
ッ
ト
）

求
め
ま
す

●
パ
ソ
コ
ン　

●
C
D
コ
ン
ポ

　

こ
の
情
報
は
３
月
５
日
現
在
の
も
の
で
、
成

約
済
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
譲
り
受
け
渡
し
の

交
渉
は
当
事
者
同
士
で
行
い
、
市
は
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
に
つ
い
て
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

【
問
合
先
】
市
民
部
環
境
衛
生
室26

１
２
２
８

預
か
り

義
援
金
箱

※
義
援
金
箱
で
の
受
付
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

預
か
り
の
受
付
は
３
月
３１
日
で
終
了
し
ま
す
。

【
問
合
先
】
市
民
部
福
祉
課

２
月
の
事
故
な
ど
の
件
数

東
か
が
わ
市
管
内
の
事
故
な
ど
の
発
生
件
数

東
日
本
大
震
災
義
援
金
状
況
（
３
月
１１
日
現
在
）

１
３
０
６
４
３
１
５

６
０
０
０

円円
ド
ル

２
１
５
２
３
８
５

※（　

）内
は
１
月
か
ら
の
累
計

人
身
事
故　
　

２１
件　
（
３５
件
）

　

う
ち
死
亡　

０
件　
（
０
件
）

救
急　
　

１
４
４
件　
（
３
１
２
件
）　

火
災　
　
　
　

２
件　
（
２
件
）

善
意
の
贈
り
物

　

次
の
方
か
ら
あ
た
た
か
い
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た（
敬
称
略
）

無
人
駅
に
わ
れ
一
人
立
つ
手
袋
の

　

産
業
栄
え
し
頃
な
つ
か
し
く　
　
　
　

坂
本　

麗
子

山
深
き
高
の
瀬
峡
の
岩
の
上

　

一
際
赤
く
色
づ
く
楓　
　
　
　
　
　
　

長
尾　

桂
子

壊
さ
れ
る
我
が
学
び
や
の
小
学
校

　

想
い
出
積
も
る
百
年
の
歴
史　
　
　
　

今
井
十
四
三

暮
れ
な
ず
む
阿
讃
の
山
に
沈
む
日
に

　

両
手
合
せ
る
老
い
の
指
見
る　
　
　
　

若
生　

祥
子

古
稀
と
な
り
し
今
も
学
ば
む
歳
時
記
の

　

ペ
ー
ジ
く
り
つ
つ
今
日
の
す
ぎ
ゆ
く　

馬
木
富
士
子

亡
夫
の
こ
と
を
想
い
出
し
つ
つ
在
り
し
日
の

　

カ
ラ
オ
ケ
テ
ー
プ
を
独
り
聞
き
を
り　

伊
勢
八
重
子

わ
た
る
風
の
さ
わ
や
か
に
し
て
水
ぬ
る
み

　

孫
は
ど
ろ
ん
こ
に
遊
び
始
め
し　
　
　

中
川
紀
代
美

渓
谷
を
我
も
画
き
た
し
こ
の
画
廊
に

　

出
展
で
き
る
日
を
夢
に
見
て　
　
　
　

松
下
富
美
子

車
椅
子
に
押
さ
れ
て
来
た
り
生
き
ざ
ま
を

　

つ
つ
む
介
護
の
妻
の
や
さ
し
さ　
　
　

古　
　
　

路

都
会
に
な
い
空
の
青
さ
も
静
か
さ
も

　

花
木
と
と
も
に
心
華
や
ぐ　
　
　
　
　

片
岡　

俊
子

信
号
の
向
う
に
友
の
車
来
て

　

発
進
す
る
時
声
か
け
く
れ
ぬ　
　
　
　

山
上　

幸
子

旧
正
月
伊
勢
神
宮
に
参
拝
す

　

多
き
人
ら
に
背
中
押
さ
れ
て　
　
　
　

蒲
谷　

是
孝

金
毘
羅
の
祈
願
の
欄
に
迷
い
つ
つ

　

学
業
成
就
と
文
字
を
書
き
た
り　
　
　

長
町
サ
ヱ
コ

芽
生
え
て
も
実
ら
ぬ
恋
の
儚
さ
よ

　

人
生
歩
む
も
望
み
は
有
る
か　
　
　
　

小
西
忠
三
朗　

新
芽
出
す
春
の
七
草
積
も
る
雪　
　
　
 
 

尾
い
さ
む

心
配
も
過
ぎ
る
と
あ
だ
と
知
る
遅
し　
 

松
下
富
美
子

朝
夕
に
楽
し
い
余
生
を
亡
き
母
に
告
ぐ　

長
町
サ
ヱ
コ

テ
レ
ビ
見
て
体
に
良
い
と
流
さ
れ
る　
 

片
山　

和
子

年
毎
に
変
わ
り
ゆ
く
町
父
母
の
里　
　
 

片
岡　

俊
子

軸
吟

花
筏
去
っ
た
嵐
の
置
き
み
や
げ　
　
　
　

成
重　

放
任

和
太
鼓
の
轟
き
宮
の
鬼
や
ら
ひ　
　
　
　

豊
浦
富
美
子

飛
花
落
花
空
の
碧
に
も
染
ま
ず
な
り 
 

稲
田
ひ
ろ
し

春
日
影
弥
陀
の
白
毫
耀
ゐ
て　
　
　
　
　

藤
澤　

道
彦

蔵
元
の
利
き
酒
の
酔
ひ
冴
返
る 
 
 
 

銭
谷
知
恵
子

老
幹
の
洞
に
苔
生
む
梅
二
月 
 
　
 
 

工
藤　

有
華

海
風
に
揺
れ
ゆ
れ
香
る
水
仙
花 
 
 
 

森
田
江
美
子

百
舌
の
来
て
干
柿
穿
つ
山
居
か
な 
 
 

木
村　

篤
秀

朝
日
中
麦
の
芽
青
く
輝
け
り 
 
 
 
 

丸
山　

紗
代

水
仙
の
香
り
墓
前
に
届
け
た
く�

河
井　

友
紀

縁
側
に
座
布
団
二
枚
実
南
天　
 
 
 
　

久
保
多
美
子

早
春
の
花
穂
可
愛
い
や
猫
柳　
　
　
　
　

中
川
紀
代
美

新
年
に
家
族
の
健
康
祷
り
ま
す 
 
 
　

片
山　

和
子

病
棟
の
窓
の
桜
は
母
見
え
ず 
 
 
 
　

馬
木
富
士
子

友
あ
り
て
話
弾
む
や
桜
餅　
　
　
　
　
　

坂
本　

麗
子

東
風
を
待
つ
梅
に
昔
を
偲
び
を
り 
 
　

今
井
十
四
三

冬
茜
ま
ん
さ
く
の
黄
を
浮
き
た
ゝ
せ 
　

片
岡　

俊
子

野
仏
は
冷
た
い
北
風
知
ら
ぬ
顔　
　
　
　

谷
本　

高
広

徒
に
時
は
過
ぎ
ゆ
く
睦
月
か
な 
 
 
　

松
下
富
美
子

初
旅
は
薩
摩
路
の
先
桜
島 
 
 
 
 
　

蒲
谷　

是
孝

揚
げ
ひ
ば
り
村
の
出
来
ご
と
皆
喋
る 
　

田
中　
　

弘

何
も
か
も
忘
れ
花
見
の
客
と
な
り　
　
　

武
田　

世
祢

雪
し
づ
る
音
の
み
残
し
町
眠
る　
　
　
　

冨
田　

孝
子

物
忘
れ
共
に
笑
ひ
て
春
炬
燵　
　
　
　
　

橋
本　

郁
美

初
化
粧
女
な
が
ら
に
一
目
ぼ
れ　
　
　
　

中
島　
　

愛

元
日
の
空
ち
ぎ
れ
雲
川
流
れ　
　
　
　
　

中
川　

千
代

有
明
の
月
を
背
に
し
て
冬
遍
路　
　
　
　
　

島
ヒ
サ
エ

縫
初
は
赤
い
六
つ
の
よ
だ
れ
掛
け　
　
　

永
峰　

紀
子

手
順
よ
く
家
事
捗
り
て
日
脚
伸
ぶ　
　
　

古
川　

恵
子

冬
枯
れ
の
道
行
く
人
の
な
か
り
け
り　
　

下
地　

静
江

春
近
し
ひ
い
な
の
歌
を
口
ず
さ
む　
　
　

中
嶋
美
喜
榮

陸
別
や
べ
こ
も
外
套
纏
う
雪　
　
　
　
　

吉
野
さ
く
ら

虎
二
頭
重
な
り
合
ひ
て
日
向
ぼ
こ　
　
　

桑
島　

充
恵

隣
席
の
人
の
湯
の
香
や
春
立
つ
日　
　
　

林　

ひ
じ
り

日
を
追
う
て
切
干
乾
く
匂
ひ
か
な　
　

永
峰　

鈴
代

豆
撒
の
櫓
浮
く
か
に
伸
び
る
腕　
　
　

高
嶋　

桂
子

暁
の
鈍
き
足
音
も
し
や
雪　
　
　
　
　

浜
野　

加
代

縫
初
の
一
度
で
通
る
針
の
糸　
　
　
　

松
浦　

榮
子

魁
け
て
白
梅
一
輪
庭
に
咲
く　
　
　
　

向
山　

秋
乃

本
殿
の
梅
と
し
気
品
あ
ふ
れ
け
り　
　

堀　

サ
チ
子

墨
の
香
の
漂
ふ
部
屋
の
日
脚
の
ぶ　
 

橋
本　

時
子

薄
氷
を
透
か
し
て
見
ゆ
る
緋
鯉
か
な　

松
本　
　

環

老
癒
す
冬
の
銭
湯
に
ぎ
や
か
に　
　
　

小
西
忠
三
朗

選
者
吟

凧
の
糸
昭
和
を
手
繰
り
寄
せ
に
け
り　

桑
島 

正
樹

は
る
が
く
る
さ
く
ら
の
つ
ぼ
み
ふ
く
ら
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川　

裕
太

平
凡
に
過
ぎ
る
日
記
は
白
い
ま
ま　
　

清
川　

玲
子

心
な
い
人
が
一
番
お
そ
ろ
し
い　
　
　

川　

ひ
か
り　

ま
だ
生
き
る
欲
が
弱
音
を
許
さ
な
い　

原　
　
　

賢

充
実
の
一
年
だ
っ
た
カ
レ
ン
ダ
ー　
　

山 

は
つ
恵

卒
業
す
思
い
描
い
た
地
図
を
持
ち　
　

野
崎　
　

勝

学
び
舎
を
出
て
人
生
の
向
い
風　
　
　

伊
勢
八
重
子

成
績
の
良
い
子
期
待
に
潰
さ
れ
る　
　

蒲
谷　

是
孝

イ
ケ
メ
ン
も
美
女
も
マ
ス
ク
が
邪
魔
を
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
井
十
四
三

へ
ぼ
将
棋
横
か
ら
口
出
し
そ
こ
待
っ
た　

川
根　
　

勲

憧
が
れ
て
歩
む
人
生
未
だ
足
り
ぬ　
　

小
西
忠
三
朗

派
手
な
服
一
寸
羽
織
れ
ば
足
軽
く　
　

定
国
ト
モ
ヱ

一
つ
聞
き
二
つ
忘
れ
る
余
生
か
な　
　

馬
木
富
士
子

独
り
言
ば
か
り
が
増
え
る
年
に
な
り　

中
川
紀
代
美

登
り
坂
ふ
み
し
め
歩
む
二
本
杖　
　
　

古　
　
　

路

ポ
ッ
ク
リ
と
逝
き
た
い
言
い
つ
つ
長
寿
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

麗
子

出
刃
で
な
く
腕
と
口
上
ブ
リ
さ
ば
く　

山
上　

幸
子

ま
と
ま
ら
ぬ
言
い
訳
飲
み
込
む
し
ま
い
風
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
多
美
子

つ　

ま

ま　

ち

一
般
寄
付

香
典
返
し

大
中
４３
会
同
窓
会
出
席
者
一
同

萱
本　

信
雄（
高
松
市
亀
田
町
）
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広報はおたよりを募集しています。「文芸コーナー」「投稿ニュース」「ちょっ
とギャラリー」「ＫＩＤＳ！キッズ！ＫＩＤＳ！」各係宛まで

【宛　先】〒769-2792　（住所記載不要）市役所総務部政策課　広報東かがわ○○係
【E-mail】webmaster@city.higashikagawa.kagawa.jp

●紙面の都合で、お寄せいただいた原稿を掲載できない場合があります。ご容赦ください。
●配布について不備のあった場合は、お手数ですが下記までご連絡ください。
　【５月号配布期間　４月２４日（水）～３０日（火）】
　四国新聞販売株式会社　TEL 087－833－4590　  総務部政策課　TEL 26－1215

今月のテーマは

「さくら」
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まゆこ

櫻
♪

けーき

な
ー
ち
ゃ
ん

　３月１０日、「大内小学校」の校
舎棟完成式典が行われました。新
しい校歌を児童たちが合唱し、校
旗も披露されました。式典の後、
校舎見学会もあり、４月から大内
小学校に通う子どもたちや保護者、
地域の人たちが校舎内を見学しま
した。

　今年も湊川沿いでは河津桜が満
開です。淡いピンクの優しい色、
春ですね。帰来の雇用促進住宅付
近の山沿いでは芝桜がもうすぐ咲
き始め、芝桜のじゅうたんが見ら
れるそうです。今度は芝桜を見に
行こうかと…今から楽しみです。

４月８日（月）
５月７日（火）

●５月号「こいのぼり」
●６月号「あじさい」

三
好　
　

珠
茉
日
（
女
）　
亮
吏　

町　

田

赤
澤　
　
　

嵐　

（
男
）　

晋　
　

馬　

篠

河
井　
　
　

蓮　

（
男
）　

崇　
　

引　

田

山
口　
　

遥　

士
（
男
）　

裕　
　

水　

主

大
隅　
　

太　

陽
（
男
）　

勝　
　

川　

東

た　

ま　

ひ

ら
ん

れ
ん

は　

る　

と

た
い
よ
う

福
崎　
　
　
　

博　

（
８０
）　

松　

原

河
野　
　

官　

一　

（
８７
）　
　

湊

荒
山　
　

恒　

雄　

（
８３
）　

三
本
松

上
田　
　
　
　

茂　

（
９５
）　

引　

田

池
田　
　

昌　

弘　

（
７０
）　

松　

原

田
中　
　

吉　

一　

（
７０
）　

松　

原

大
森　
　

増　

惠　

（
９４
）　

馬　

篠

西
尾　
　

節　

子　

（
８９
）　

三
本
松

池
田　
　

鹿　

一　

（
９６
）　

小　

砂

田
中　
　
　
　

惠　

（
１０９
）　

白　

鳥

山
下　
　

ク　

ラ　

（
９４
）　
　

湊

國
方　
　

ヤ
ス
子　

（
８２
）　

東　

山

藤
井　
　

幸　

男　

（
７９
）　

落　

合

入
谷　
　
　
　

武　

（
７９
）　

西　

村

永
峰　
　

ヨ
シ
子　

（
９６
）　

南　

野

藤
井　
　

藤　

枝　

（
９１
）　

白　

鳥

脇　
　
　

一　

馬　

（
６８
）　

横　

内

池
田　
　

久
美
子　

（
７８
）　

落　

合

木
村　
　

ア
サ
子　

（
９４
）　

水　

主

生　
　
　
　
　

正　

（
６４
）　

西　

山

松
村　
　

美
登
里　

（
７４
）　

中　

筋

名
倉　
　

澄　

江　

（
７３
）　

中　

筋

白
川　
　

信　

義　

（
９５
）　

横　

内

網
谷　
　

茂　

平　

（
８３
）　

引　

田

入
谷　
　

登
代
子　

（
８４
）　

横　

内

武
田　
　

ヨ　

ネ　

（
８８
）　

引　

田

「
お
め
で
た
」
「
お
く
や
み
」
欄
の
掲
載
を
希

望
す
る
場
合
は
、
『
掲
載
申
込
書
』
を
各
庁
舎

窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
申
込
書

提
出
月
の
翌
々
月
号
に
な
り
ま
す
。

【
問
合
先
】
総
務
部
政
策
課
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1
2
1
5

TEL

　

広
報
で
は
赤
ち
ゃ
ん
や
、
就
学
前
の
お
子
さ

ん
の
写
真
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
●
氏
名（
保
護

者
・
お
子
さ
ん
）●
年
齢
●
住
所
●
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
て
下
記
の
宛
先
ま
で
。

※
写
真
で
も
デ
ー
タ
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
の
写
真
を

広
報
に
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？



　春の香りと咲き誇るさくらの花びらに誘われてさくら
まつりを開催します。
　会場では、みなさんが楽しいひとときを過ごせる場と
なるようカラオケ、踊り、バザーなど多彩な催しが行わ
れます。お誘い合わせのうえぜひ、お越しください。満
開の桜がみなさんをお待ちしています。
　４月６日（土）15：00～19：00（雨天決行）
　人権センター引田交流館、吉田児童公園
　人権センター大内交流館　　25ｰ4349

　４月８日（月）10：00～15：00
　與田寺大師堂
　おシャカさんの誕生日。花御堂を飾り、甘茶の接待が
あります。日本の伝統的行事を大切に伝承していきたい
ものです。
　與田寺　　25ｰ4726

　４月12日（金）9：00（記念行事）
　生活研究グループの店『年輪』
　国道318号沿い、生活研究グループの店（産直市）がオ
ープン４周年を迎えました。当日は、太鼓などの披露、
先着100名に古代米を使った赤飯を用意しています。
　同連絡協議会　田村さん　　090ｰ1000ｰ5545

　４月14日（日）9：00～15：00
　與田寺本坊
　 1,000円（当日券あり）
　本席：表千家流　杉山宗静社中
　副席：裏千家　大社宗衣社中
　與田寺　　25ｰ4726

　 4月14日（日）9：00～15：00
　誉田八幡宮拝殿前特設会場
　八重桜の下で、子どもたちによるお茶会を開催（雨天
時は社殿にておこないます）
　誉田八幡宮　宮司　坂東さん　　33ｰ3827

　 4月7日（日）9：00～16：00（市ボランティアセンター
前集合）
　徳島県立いきものふれ合いの里（徳島県佐那河内村）ほか

　マイクロバス定員になりしだい
　角探しの後、花見を楽しむ。
　持参物：弁当、飲み物　服装：防寒着の用意
主催　遊びの根っこ研究所
　　同研究所　長松さん　　090ｰ4039ｰ3223

　 4月29日（月・祝）14：15～15：15

　市交流プラザ多目的ホール
　演題　人生楽しく元気で長生き
　講師　植松おさみさん
　市交流プラザ　　26ｰ1224

　市軟式野球連盟では、加入チームを募集しています。
加入すると、連盟行事への参加ができ、市内体育施設の
利用料が半額になります。トーナメント戦、リーグ戦を
年１回ずつ開催するなどしていますので、ぜひご加入く
ださい。

　年会費2,000円
　同連盟事務局　工藤さん　　090ｰ7785ｰ7857

◆珈琲＆ギャラリーパルコ　
　絵手紙サークルIROHA作品展
　開催中～４月19日（金）8：00～18：00（土曜休）
 市の交流プラザで絵手紙教室（講師：川根昭代）で学ぶ
受講生と講師の季節の花などを描いた作品展
　同ギャラリー　　24ｰ2483  http://www.parco.sakura.ne.jp/
◆街かどギャラリー遊・遊
　橋本順子藍染展
　４月20日（土）・21日（日）10：00～16：00
　白鳥在住の橋本順子さんによるマフラー、Tシャツな
ど50点余りを展示・即売。
　長崎さん　　090ｰ5145ｰ3372



レンジで簡単カレー煮込み（2人分）
調理時間　５分程度

　忙しい朝は、あるものでちゃちゃっとすませたいけれ
ど、栄養も気になるという人も多いはず。
　そんなときに簡単なレンジメニュー。材料を混ぜてレ
ンジでチン。後はごはんにかけてもいいし、そのままお
かずにしてもいいですよ。

　「賃貸住宅を退去したが、敷金が返却されず、さら
に追加費用を請求された」との相談が寄せられてい
ます。
　借主には、建物の原状回復義務がありますが、通
常の使用で生じた損耗の修繕費を負担する必要はあ
りません。
　退去時には、できる限り家主、管理会社、仲介業
者等（家主側）の立会いの下で、部屋の現状を確認
し、退去時に示された原状回復費用の内訳について、
家主側に十分な説明を求めましょう。
　また、トラブル防止のため、契約時には退去時の
原状回復の条件や費用負担についてしっかり確かめ、
損耗などの状況を確認・記録しておきましょう。

敷金返還トラブル

３月１日現在常住人口
12,838世帯
32,497人
15,404人
17,093人

世帯数
総人口
男
女

（　）内は前月比

２月中の異動
転入
出生

転出
死亡

49人
6人

53人
43人

（    9世帯）
（ｰ41 人 ）
（ｰ14 人 ）
（ｰ27 人 ）

【県消費生活センター】

【東讃県民センター】

消費生活相談専用
多重債務・ヤミ金

087ｰ833ｰ0999
087ｰ834ｰ0008
42ｰ1200

【市総務部  総 務 課】 26ｰ1214

東かがわ市 人の動き

① カレールーを細かく刻む。
② 耐熱容器にミックスベジタブル、もやし、ツナ缶を入
　 れる。
③ ②に①と水を加え混ぜ合わせ、ラップをかけレンジで
　 ３～４分加熱する。

ミックスベジタブル
もやし
ツナ缶（小）
カレールゥ
水

ひとつかみ
ひとつかみ
１/２個
１個

150cc

みさごクリニック（引田）

太田病院（三本松）

春熙堂医院（さぬき）

三本松調剤薬局（三本松）

まつおか医院（さぬき）

古川医院（馬宿）

おおばやしこどもクリニック（さぬき）

ハッピー薬局こぐま店（さぬき）

あいおい薬局（馬宿）

大石整形外科医院（さぬき）

奥谷医院（三本松）

溝渕内科循環器クリニック（さぬき）

松村薬局津田店（さぬき）

ヘキクリニック（さぬき）

桑島内科医院（三本松）

ひもりの里診療所（さぬき）

レデイさぬきしど調剤薬局（さぬき）

さぬき市民病院（さぬき）

森医院（引田）

服部内科医院（さぬき）

たんぽぽ調剤薬局（さぬき）

なの花薬局さぬき店（さぬき）

33ｰ3900

25ｰ2673

52ｰ2234

24ｰ3300

52ｰ1888

33ｰ7300

087ｰ894ｰ5665

087ｰ894ｰ9620

23ｰ8533

52ｰ2107

25ｰ4478

42ｰ1122

42ｰ5704

087ｰ894ｰ1371

25ｰ0771

087ｰ890ｰ1055

087ｰ894ｰ7234

43ｰ2521

33ｰ3588

52ｰ2173

53ｰ2783

43ｰ0811

４月７日

４月14日

４月21日

４月28日

４月29日

※休日当番病医院・薬局は予告なく変更することがありま
　すので受診前に担当医または下記までご確認ください。
大川地区医師会
大川歯科医師会

さぬき市民病院

9:00～17: 00
9: 00～12: 00

19: 30～23: 00

42ｰ3424
25ｰ8882

43ｰ2521（代表）
大川地区小児夜間救急医療

■高齢者のための全国一斉電話相談

　４月15日（月）10：00～16：00

相談方法　弁護士との電話相談（１件につき15分から  

　　　　　20分以内）相続相談など含む

　　　　　相談番号　　0570ｰ041ｰ605

　県弁護士会事務局　　 087ｰ822ｰ3693

簡単レシピで１品プラス簡単レシピで１品プラス

よい　 ろうご



〈総務課〉
市民生活相談（常設）
男女共同参画問題定例行政相談
（市交流プラザ）
行政相談
（引田公民館・市交流プラザ・大内庁舎）

〈人権推進室〉
人権相談
（市交流プラザ・大内庁舎）

〈子育て支援課〉
家庭児童（女性）相談
（巡回：大内交流館）
（常設） 【専用】

〈保健課〉
年金相談

健康・栄養なんでも相談
（栄養相談は要予約）　
※開設日以外でも予約で随時実施

保健センター（各曜日）
引田　　　　白鳥　　　 大内

（骨密度測定は白鳥のみ　※治療中でない人）

乳幼児健康相談（就学前対象）

育児サークルのびのび
（白鳥保健センター）

精神障がい者集いの場
（白鳥保健センター）

※要治療

白鳥庁舎・出張所
総務課
政策課
税務課
統括窓口センター（白鳥窓口）

福栄出張所
五名出張所
議会事務局
出納室・監査委員事務局

大内庁舎
福祉課
子育て支援課
保健課
地域包括支援センター
人権推進室
環境衛生室
統括窓口センター（大内窓口）

学校教育課
生涯学習課

引田庁舎
経済課
建設課
上下水道課
商工観光室
土地対策室
統括窓口センター（引田窓口）
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（白鳥保健
　　　　センター）

（大内公民館）

（市交流プラザ）

（大内公民館）

１歳６カ月児健診

４カ月児健診

（まつばら）

（白鳥）

昭和の日

（引田公民館）

（固定資産税・1期）
（軽自動車税）

〈福祉課〉
身体障がい者相談

精神障がい者相談

知的障がい者相談

視覚障がい者相談

手話通訳設置日（要予約）

　　休日窓口開庁（白 鳥 窓 口）
　　第１・２・４日曜
※業務内容は事前にご確認ください

〈白鳥児童館〉

市税納期

ちびっこのつどい

おもちゃ図書館

読み聞かせ会ボランティア
「こむこむ」

〈まつばら児童館〉

読み聞かせ会ボランティア
「コスモス」

〈とらまる図書館〉

お話会「こそあど」

10: 00～11: 30

10: 00～12: 00

10: 00～12: 00

13: 00～16: 00

10: 00～12: 00

10: 00～11: 30

10: 00～10: 30

11: 00～11: 30

11: 30～12: 00

8: 30～17: 15

26ｰ1338

25ｰ6467

25ｰ2837

25ｰ0696

※男女共同参画問題定例行政相談・行政相談・人権相談は
　４月から受付時間、場所を一部変更しています。



http://hksz.or.jp/
大内スポーツセンター
白鳥スポーツセンター
引田スポーツセンター

24ｰ1810
24ｰ1522
33ｰ7163

レディースデー　毎週金曜日
　女性のお客様にエサ券500円プレゼント。
夫婦の日　４月22日（月）
　夫婦、男女のカップルに粗品進呈。
子ども無料デー　４月27日（土）
　保護者同伴の子どもは釣り料金無料（中学生以下）

　第55回こどもの読書週間には、４月23日～５月12日
の期間こどもたちにもっと本を！という願いをこめて、
全国各地でイベントが行われます。とらまる図書館で
も特別展示をします。
　今まで図書館ヘ行く機会のなかった人も、ぜひお越
しください。
★特別展示―あなたのおすすめ本POP展―
　４月23日から市内に住んでいる小・中学生が、読ん
でおもしろかった本をカラフルで、思いのこもった
POPで紹介してくれます。
　いつか読みたい本のリストに加えてみてはいかがで
しょう。
　ご利用の人には、かわいいしおりのプレゼントもあ
ります。こちらはお早めに！
※４月から第２・４土曜日の「おはなし会」の時間が変
わります。
11：00～11：30になります。今が旬の絵本を読みます。

とらまるパペットランド
月曜 25ｰ0055
info@toramaru.or.jphttp://www.toramaru.jp

http://www.saltlake-hiketa.co.jp/
㈱ソルトレイクひけた 33ｰ28007: 00～16: 00

http://www.hnt.or.jp/
讃州井筒屋敷 水曜
市ニューツーリズム協会

23ｰ8550
23ｰ8557

http://www.higashikagawa-library-unet.ocn.ne.jp
月曜（祝日の場合翌日）・毎月末日

9:00～17: 00
25ｰ0696

県埋蔵文化財センターふるさと展示
「讃岐国府跡を探る－平成23年度の調査－」
　県埋蔵文化財センターが「讃岐国府」を見つけるため
に実施している「讃岐国府跡探索事業」の成果報告を紹
介します。県埋蔵文化財センター主催
期間：開催中～５月５日（日）
リサイクル本の無償提供
　保管期間が過ぎた雑誌や破損などにより貸出できな
い図書を提供します。
　事前の予約は受け付けていませんので、期間中図書
室にお越しください。
期間：４月１日（月）～４月29日（月・祝）
冊数：１人につき一般書・児童書５冊、雑誌３冊まで
とらまる巡回文庫が入れ替わります！
　一般書・児童書あわせて50冊
期間：４月５日（金）～７月上旬

無料
火曜（祝日の場合翌日）

33ｰ2030
９：00～17：00

◆「第3回　阿波藍染と木工職人展」
４月27日（土）～５月３日（金･祝）　　　　　　　　与之蔵
10：00～16：00（最終日は13：00まで）
　徳島の伝統技術を受け継ぐ藍染・木工の熟練職人たち
が製作した工芸品、家具、日用雑貨、アクセサリーなど
を展示販売。
　木工製品…家具、インテリア雑貨、アクセサリー　
　藍染製品…婦人服、紳士用シャツ、バッグ
　【体験教室】
　４月27日（土）、28日（日）、29日（月・祝）10：00～14：00
　参加費　300円
　メニュー
　　１．竹トンボ作り　　　　２．竹鉄砲作り
　　３．木のペンダント作り　４．木のプレート作り
◆「端午の節句まつり」
４月27日（土）～５月６日（月・祝）10：00～16：00
　　　　　　　　　　　　 讃州井筒屋敷と引田の町並み
（５月１日（水）は営業します。）
　飛行距離を競う「折り紙飛行機選手権」（５/４）、親子
で工作「子ども遊び」、「子ども茶会」（５/４）、「山野草
展」（５/５,６）など、様々なアトラクションあり。
◆東かがわファーマーズマーケット
５月３日（金・祝）～５月５日（日）10：00～15：00　 　中庭
　市や県・徳島県のおいしいもの、かわいい雑貨の販売
や体験教室が楽しめます。

　ストレッチコンディショニング
　４/６・16・23・30　10：30～11：15
　とらまるてぶくろ体育館A会議室　　1,600円　　10人
　JASコアストレッチ
　４/12・19・26　10：30～11：20
　とらまるてぶくろ体育館A会議室　　1,200円　　10人
　楽しいフットサル教室
　４/10・14・17・21　19：30～21：30
　とらまるてぶくろ体育館メインアリーナ　　2,800円　　30人
　とらまる公園テニスクラブ４月度練習会
　４/７　13：00～17：00
　とらまる公園テニスコート　 会員400円　非会員500円　 10人

◆定期公演　　600円（３歳以上）
とらまる人形劇団(岡山県)
　４月７日（日）・28日（日）・29日（月・祝）13：30～
　「おらあ、テングだあ！」「すてられたつみきそう」


